
2
月
20
日
に
第
3
9
1
回
三
木
市
議

会
定
例
会
を
開
催
し
、仲
田
一
彦
市
長

が
令
和
8
年
度
施
政
方
針
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
重
要
な
取
組
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

人
口
減
少
を
抑
制
す
る
積
極
的
な
施

策
と
し
て
、一
旦
進
学
や
就
職
で
三
木

を
離
れ
て
も
、結
婚
や
こ
ど
も
の
就
学

を
機
に
、三
木
に
帰
っ
て
き
た
い
と
思

え
る
環
境
整
備
、特
に
働
く
場
の
確
保
、

教
育
環
境
の
整
備
充
実
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に

対
応
し
た
緩
や
か
な
縮
小
を
図
る
た

め
、公
共
施
設
再
配
置
計
画
と
財
政
健

全
化
計
画
の
着
実
な
実
行
も
不
可
欠
で

す
。

　
県
市
の
連
携
事
業
で
あ
る
働
く
場
の

確
保
の
た
め
の「
ひ
ょ
う
ご
情
報
公
園

都
市
」の
整
備
を
は
じ
め
、吉
川
地
域

の
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
の
設
置
、

５
月
に
供
用
開
始
予
定
の
三
木
市
多
世

代
交
流
施
設
を
核
と
し
た
団
地
再
生
事

業
、（
仮
称
）三
木
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
、中
央
公
民
館
等
複
合
施
設
、

次
期
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
な
ど
、こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
20
年
、30
年
先
の

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
着
実

に
前
に
進
め
ま
す
。

　
　

市
民
や
事
業
者
が
直
面
し
て
い
る
物

価
高
騰
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
４
月
か

ら
11
月
検
針
分
ま
で
の
水
道
基
本
料
金

の
全
額
免
除
、プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
デ
ジ

タ
ル
お
買
い
物
券
の
発
行
、小
学
校
の

学
校
給
食
費
の
無
償
化
、中
学
校
の
学

校
給
食
費
の
半
額
支
援
な
ど
、き
め
細

や
か
な
支
援
に
よ
り
市
民
生
活
を
守
り

ま
す
。

本
市
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ「
豊

臣
兄
弟
！
」に
ゆ
か
り
の
あ
る「
三
木
合

戦
」の
舞
台
で
あ
り
、全
国
か
ら
注
目

を
集
め
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
歴
史
や

大
河
ド
ラ
マ
の
フ
ァ
ン
が「
三
木
フ
ァ

ン
」と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、さ

ら
な
る
地
域
資
源
の
活
用
や
魅
力
の
発

信
に
取
り
組
み
ま
す
。
伝
統
の
技
が
光

る「
三
木
金
物
」、質
・
量
と
も
に
日
本

一
の「
酒
米
山
田
錦
」、西
日
本
一
の
ゴ

ル
フ
場
数
を
誇
る「
ゴ
ル
フ
」、国
や
県

の
防
災
施
設
が
立
地
す
る「
防
災
」の
ま

ち
、西
日
本
で
唯
一
馬
術
の
国
際
大
会

が
開
催
で
き
る「
三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド

パ
ー
ク
」を
有
す
る「
馬
術
」な
ど
、本

市
の
魅
力
を
最
大
限
に
活
用
し
、ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
ま
す
。

社
会
情
勢
の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、行
政

と
民
間
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

生
か
し
、よ
り
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
、ま
ち
の
魅
力
や
住
民
満
足

度
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。
先
ほ
ど
掲

げ
た「
ひ
ょ
う
ご
情
報
公
園
都
市
」の
整

備
、団
地
再
生
事
業
、中
央
公
民
館
等

複
合
施
設
の
整
備
な
ど
に
お
い
て
も
、

官
民
連
携
で
推
進
し
ま
す
。

本
年
は
、ま
ち
づ
く
り
の
取
組
を
着

実
に
前
に
進
め
、ま
ち
の
未
来
を
切
り

拓
く
た
め
、教
育
の
ま
ち
の
推
進
、市

民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
、地
域
の
活
力
の
向
上
、地
域

資
源（
三
木
ブ
ラ
ン
ド
）の
魅
力
の
向

上
、将
来
に
向
け
た
持
続
可
能
な
行
政

運
営
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
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▲  施政方針の全文
はこちら

3 2広報みき 2026.4

一般会計の歳出（約393億円） 一般会計の歳入（約393億円）

扶助費
約86億円
（保育・児童手当・生活保護
・障がい福祉など）

市税
約118億円
（市民税・固定資産税など）

国・県からの補助金
約93億円

地方交付税・
地方消費税交付金など
約103億円

市債(借入金)
約27億円

人件費
約71億円

物件費
約59億円
（委託料・消耗品・
光熱水費・賃料など）

補助費等
約48億円
（各種団体への
 助成金など）

公債費
約47億円
（借金の返済）

繰出費　約37億円
（医療保険や介護保険
などの運営）

投資的経費　約28億円
（道路や学校などの整備）

その他
約17億円
(積立金や貸付金など）

その他
約27億円
（公共施設の使用料など）

貯金の取り崩し
約19億円

ゴルフ場利用税
交付金　約6億円

予算の内訳（一般会計）

区分
令和8年度
当初予算
（A）

令和7年度
当初予算
（B）

対前年度比
増減額（C）
（A－B）

増減率
（C/B）

一般会計 392億8,000万円 410億円 △17億2,000万円 △4.2%

特
別
会
計

国民健康保険 83億8,800万円 80億6,300万円 3億2,500万円 4.0%

介護保険 84億7,700万円 83億5,700万円 1億2,000万円 1.4%

後期高齢者医療事業 21億4,000万円 18億1,900万円 3億2,100万円 17.6%

学校給食事業 3億5,500万円 3億2,500万円 3,000万円 9.2%

誇りを持って暮らせるまち三木誇りを持って暮らせるまち三木誇りを持って暮らせるまち三木誇りを持って暮らせるまち三木誇りを持って暮らせるまち三木誇りを持って暮らせるまち三木

       令和8年度令和8年度
施政方針施政方針とと予算の概要予算の概要

三木市役所・〒673－0492 上の丸町10-30・☎82－2000　吉川支所・〒673－1192 吉川町大沢412・☎72－0180　【開庁時間】平日午前8時30分～午後5時

施
政
方
針

施
政
方
針

特集
S P E C I A L
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地
域
資
源
の
活
用

官
民
連
携
の
推
進

未
来
を
拓
く
、確
か
な
歩
み

物
価
高
騰
対
策

着
実
に
進
む
ま
ち
づ
く
り

令和8年度予算の規模
　令和8年度当初予算は、一般会計が392億8,000万円、特別会計が193億6,000万円です。一般
会計は令和7年度に、し尿処理施設の改修や小・中・特別支援学校のタブレット端末の更新が完了し
たため、前年度に比べて17億2,000万円（4.2％）の減少となります。

●  4～7ページで「令和8年度の主な事業」を紹介します。

予算の概要予算の概要予算の概要




